
 
 

 
 
 
 
 
 

 カリキュラム開発支援センターでは、京都市立学校・園の授業改善に向けた工夫や教材づくりについて、

教育情報の提供を行ったり、サポートをしたりしています。 

 今回は、「人権教育コーナー」の活用について、ご案内いたします。 

 

 京都市では、12 月を「人権月間」と定め、「人権月

間」の取組がすすめられています。 

 カリセンには、「人権月間」の取組に参考となる本や

絵本、ビデオ、学習指導案等、人権教育に関する資料

を多く配架しています。 

 特に、情報資料室の書棚の一角には、「人権教育コー

ナー」として、わかりやすく分類して配架しています。

校内研修の参考にされることはもとより、教職員のみ

なさんに、個人研修でも有効に活用していただきたい

と思っています。 

 

「多様性の時代」と呼ばれる時代を迎え、メディア等を通じても「人権にかかわ

る新しい課題」がクローズアップされて、様々な形で伝えられています。カリセン

では、時代に即した新しい情報にもアンテナを張って、最新の情報をお伝えでき

るようにしています。 

 

ぜひ来室していただき、本や雑誌、学習指導案等、手に取

ってご覧ください。 

人権に関する資料だけでなく、指導に関することなどの

ご質問やご相談があれば、いつでもカリセン職員にご相談

ください。 

 

カリキュラム開発支援センター：TEL 075-371-2341 
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カリキュラム開発支援センタ－ 

令和 5 年 12 月号 

子どもに届く確かな授業をめざして！ 

明日の授業づくりをサポートします 
 

人権教育コーナー活用のご案内 

カリセンでは、教育
カ リ キ
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ュ ラ ム

の開発と研修を、支援しています。 

今月は、企画展も 

「人権教育」がテーマです。 



 

 

カリキュラム開発支援センターでは、総合教育センター内の各研修室で、マイクやパソコン、  

プロジェクター等の機器類が、研修や会議で円滑に利用できるよう準備・支援をしています。 

最近、研修や会議で、持込みパソコン（統合端末機・GIGA 端末・iPad 等）を使用される場合が

増えてきています。スムーズな機器使用のため、以下のことについてお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

＜① について＞ 

・各研修室で、持込み PC 等を使用したい場合、研修や会議の当日ではなく、機器利用申込時    

など、必ず前もってカリセンに「持込み PC 等を使いたい旨」を連絡・相談をしてくださるよ

うお願いします。 

   ※特に、HDMI ケーブル等、準備物を用意する関係上、使用する機種をお伝えください。 

＜統合端末機（富士通 ALLOWS、Microsoft Surface） GIGA 端末 iPad 等＞ 

      ※なお、研修や会議の当日に、持込み PC 等の使用を依頼されても、十分にリクエスト通り

に対応できない場合があります。 

・研修や会議の当日は、カリセン職員から機器類の操作手順の説明を受けてください。 

特に初めての方は、必ずお願いします。 

＜② について＞ 

・説明を受けた方が、映像・音声の出力確認を行ってください。 

＜③ について＞ 

・映らない・音が出ないなどの場合、カリセン職員以外の方が、設定や配線を変えないで    

ください。また、リモコンやスイッチを自身で設定変更しないようにしてください。 

設定を変更されると、「開始時刻までに使用できない」「機器トラブル等で研修や会議で持込み

PC 等が使えない」ことなどにつながります。 

研修や会議が円滑に行えるようカリセン職員で、支援や協力をいたします。できるだけ早めに  

カリセンまで連絡してください。 

（電話：075-371-2341 カリキュラム開発支援センター 機器担当 若松・岩岡まで） 

① 研修室で持込み PC 等を使用する場合は、必ず、接続・操作手順の説明を受けてくださ

い。 

② 研修や会議の開始３０分前には映像・音声の出力確認を行ってください。 

③ 「映らない・音が出ない・状態が不安定」な時は、すぐにカリセンに連絡してください。 

＊プロジェクターのリモコンなどの設定は変えずにカリセン主事に伝えてください。 

研修室での持込み PC（統合端末機・タブレット・iPad 等）の使用についてのお願い 



 

  

「授業力＆学級経営力」 
 今回は、通知票文例を特集した号を紹介します。 

所見記入について、各号を参考に子どもの良さが伝わる自分なりの所見を作成してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育雑誌 「健」１2 月号  

  特集 新型コロナウイルスの「５類感染症」移行 

これからどうなる？学校の感染対策 

 

〔１章〕新型コロナウイルス感染症のこれまでを振り返る 

〔２章〕「５類感染症」移行の背景から学ぶ、感染対策の考え方 

〔３章〕「学校における新型コロナウイルス感染症に関する 

衛生管理マニュアル」改訂のポイント 

〔４章〕今後の感染対策 養護教諭の素朴な疑問 

 

 

本特集では、文部科学省の「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル

（2023.5.8～）」の改訂ポイントがわかりやすくまとめられています。 

 

［２０２１年 ７月］ 

・場面別どの子も輝く 

通知票文例９００ 

［２０２２年 ７月］ 
・「がんばり」から 
「今後の見通し」まで 

子どもの良さが見える 
言い換えリスト 

（ネガティブ→ポジティブ） 

［２０２３年 ７月］ 

・子どもを褒める 

励ます文例 

・３観点の評価に対応 



 
 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

 

図 書 案 内 

 

1. 子どもにかかわる課題 

2. 男女平等にかかわる課題 

3. 障害のある人にかかわる課題 

4. 同和問題にかかわる課題 

5. 外国人・外国籍市民等に関わる課題 

6. ＨＩＶ感染者等にかかわる課題 

7. その他の課題 

令和５年１１月７日（火）～１２月２８日（木） 総合教育センター３階 エレベーターホール前 

特設展 「京都を学ぶ」 
～「伝統と文化を受け継ぎ、 

次代と自らの未来を創造する子どもの育成」をめざして～  

「京都ゆかりの人権の歴史」に関する書籍・資料を中心に 

「人権教育」の充実をめざして １１・１２月の企画展 

 

🔍検索 

同時開催しています！ 
年の瀬に賑わう 

京の台所 

完全版 

いじめられている君へ 

いじめている君へ 

いじめを見ている君へ    朝日新聞社 編 

 

60 名を超える芸能人、作家、スポーツ選手、学者、モデル等々が、自分

の経験を通して、いじめについて語っています。2 度にわたって朝日新

聞に連載され、この本が出版されたのも 10 年以上前ですが、今読んで

も、どのページから読んでも、必ず心に響く言葉があると思います。 

１は赤い。そして世界は 緑と青でできている。 

「文字に色が見える」共感覚のはなし    望月菜南子  飛鳥新社 

 

1999 年生まれの著者は、物心ついた頃から文字や数字に１つずつ色を感じな

がら暮らしてきて、17 歳の時に初めて、それが「共感覚」と呼ばれる稀な感覚で

あることを知ります。九九と百マス計算は、色で覚えて大得意！でも鎌倉幕府の

将軍の名前はみんなピンクで大混乱。大学生になった著者は、「共感覚」調査に協

力したり、様々な人と交流したりしながら自己肯定感を高めていきます。 

■カリセン開室時間（通常）      ※令和５年４月より、開室時間が変更になりました。 

 月曜日～金曜日…午前 9 時～午後 8 時 15 分 （第 1 月曜日と毎週木曜日は午後 5 時 15 分まで） 

 土曜日…午前 9 時～午後 5 時    １２・１月の土曜開室日： １２/９、 ２３   R６. １/６、 ２０ 
１２月２７日（水）は、夜間閉館日（午後５時１５分まで）です。 

京都人権ゆかりの地 龍安寺 


